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平成28年３月期通期連結業績予想と決算値との差異に関するお知らせ 

 平成28年５月12日に公表した平成28年３月期通期の連結業績予想と本日公表した決算値とに差異が

生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 株主、投資家の皆様をはじめとする関係者の皆様には、多大なご迷惑、ご心配をお掛けいたしますこ

とを心からお詫び申し上げます。 

記 

１．平成28年３月期通期連結業績予想と決算値との差異（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 532,000 2,200 △1,600 △103,200 △375.78

今  回  実  績（Ｂ） 532,121 △481 △ 4,366 △105,494 △384.13

増 減 額（Ｂ－Ａ） 121 △2,681 △2,766 △2,294 

増 減 率（％） 0.0 － － － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（平成27年３月期） 524,577 17,062 10,391 △1,149 △4.18

２．差異が生じた理由 

海外リテール事業（グローバルコマースソリューション事業）の現地法人において、棚卸資産の

評価に係る情報の整備に時間を要しました。５月12日付にて発表いたしました「特別損失の計上及

び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」時点におきましては入手し得る限られた情報の中で

見積もりを実施いたしましたが、決算手続きを進める中でより精緻な情報に基づいた見積もりを行

った結果、同事業に係るハードウェアについて、在庫評価減約22億円を計上する必要が新たに判明

いたしました。また、販売用ソフトウェアの評価減を追加実施したことなどにより、前回発表予想

に比べて営業利益及び経常利益が悪化したことから、連結業績予想と決算値とに差異が生じました。 

― 以 上 ― 
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